
　

３
月
議
会
は
４
月
か
ら
の
新
年
度

予
算
案
を
審
議
す
る
議
会
で
す
。
市

長
提
出
の
予
算
案
は
今
で
も
高
す
ぎ

る
国
保
料
を
更
に
1
人
５
千
円
も
引

き
上
げ
る
も
の
や
、
子
育
て
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
、
消
費
税
増
税
と

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
庶
民
に
寄
り
添

う
予
算
案
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
が
予
算
の
組
み
替
え
を
提
案

日
本
共
産
党
が
予
算
の
組
み
替
え
を
提
案

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

４月1３日（水）

5月11日（水）

　

３
月
議
会
に
国
民
健
康
保
険
料
の
均
等

割
を
一
人
当
た
り
５
千
円
引
き
上
げ
、
４

万
５
千
５
６
０
円
か
ら
５
万
５
６
０
円
に

値
上
げ
す
る
議
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
保
加
入
者
８
万
世
帯
11
万
５
千
３
百

人
が
表
の
よ
う
な
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
加
入
世
帯
の
88
・
61
％
が
所
得
３

０
０
万
円
未
満
で
、
所
得
水
準
が
低
い
世

帯
が
大
半
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ

侵

攻

に

よ

り
、
物
価
上
昇

が
続
い
て
い
ま

す
。
雇
用
状
況

も
厳
し
く
、
年

金
も
引
き
下
げ

ら
れ
加
入
者
の

家
計
状
況
は
か

つ
て
な
く
厳
し

く
な
っ
て
い
る
と
き
に
値
上
げ
な
ど
言
語

道
断
で
す
。

　

船
橋
市
は
「
行
財
政
改
革
」
だ
と
言
っ

て
、
国
保
に
支
出
し
て
き
た
市
費
を
減
ら

し
、
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
保
険
料
を
２
年
ご

と
に
値
上
げ
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
２
０
１
８
年
度
１
千
５
百
円
、
２

０
２
０
年
度
３
千
円
の
値
上
げ
を
行
い
、

今
後
も
値
上
げ
を
繰
り
返
す
方
針
で
す
。

　

今
回
の
保
険
料
値
上
げ
で
、
船
橋
市
は

５
億
６
千
５
百
万
円
の
支
出
を
削
減
し
ま

す
が
、
一
方
で
財
政
状
況
が
好
転
し
た
と

し
て
、
今
議
会
で
新
た
に
70
億
円
も
の
基

金
を
積
み
立
て
ま
す
。
さ
ら
に
新
年
度
、

海
老
川
上
流
地
区
開
発
へ
６
億
５
千
万
円

支
出
し
開
発
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

お
金
の
使
い
方
が
ま
さ
に
海
老
川
開
発

最
優
先
で
、
市
民
の
い
の
ち
に
か
か
わ
る

国
民
健
康
保
険
が
犠
牲
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
船
橋
市
議
会
は
こ
の
値
上
げ
案
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
５
人
と
、
無
所
属
２

人
、
他
会
派
２
人
が
反
対
し
ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
料
の
限
度
額

に
つ
い
て
99
万
円
か
ら
１
０
２
万
円
に
３

万
円
（
医
療
分
２
万
円
、
後
期
高
齢
者
支

援
分
１
万
円
）
の
値
上
げ
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
対
象
と
な
る
世
帯
は
所
得
１
千
万
円

程
度
の
中
間
所
得
層
と
い
わ
れ
る
市
民

で
、
各
種
減
免
の
対
象
外
と
な
り
大
学
授

業
料
な
ど
の
子
ど
も
の
教
育
費
負
担
に
あ

え
い
で
い
る
世
帯
で
す
。
限
度
額
引
き
上

げ
は
こ
う
し
た
加
入
者
に
冷
や
水
を
浴
び

せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
未
就
学
児
の
保
険
料
の
均
等
割

を
半
額
に
す
る
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
来
、
所
得
の
な
い
子
ど
も
は
未
就

学
児
ば
か
り
で
な
く
未
成
年
者
す
べ
て
を

対
象
に
均
等
割
は
無
料
に
す
べ
き
で
、

ま
っ
た
く
不
十
分
な
制
度
改
正
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
市
長
の
予
算
案
に

対
し
、
市
民
の
福
祉
増
進
と
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
立
場
で
の
予

算
組
み
替
え
動
議
を
提
案
し
ま
し
た
。

船
橋
市
の
財
政
規
模
な
ら
今
す
ぐ
に

実
行
可
能
な
規
模
で
の
提
案
で
す
。

　

第
１
は
、
国
民
健
康
保
険
料
1
人

５
千
円
の
引
き
上
げ
の
中
止
で
す
。

　

第
２
は
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る

施
策
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
（
日

本
共
産
党
は
完
全
無
償
化
を
目
指
し

ま
す
が
）
第
三
子
以
降
無
償
化
を
ま

ず
は
実
施
す
る
、
子
ど
も
の
医
療
費

扶
助
を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
と
い
う

も
の
。
ま
た
、
生
理
の
貧
困
対
策
と

し
て
学
校
の
ト
イ
レ
個
室
に
生
理
用

品
を
配
置
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

第
３
は
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
業
務
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
業
務
な
ど
に
学
校

が
自
由
に
活
用
で
き
る
ス

ク
ー
ル
補
助
員
制
度
を
設

け
る
と
い
う
提
案
で
す
。

小
中
学
校
に
各
一
人
づ

つ
、
82
校
分
提
案
し
ま
し

た
。

　

第
４
は
、
難
聴
高
齢
者

の
社
会
参
加
促
進
の
た

め
、
補
聴
器
購
入
費
助
成

金
の
対
象
者
拡
大
（
収
入
要
件
無
し
）

と
助
成
額
を
10
万
円
に
拡
大
す
る
も

の
で
す
。

　

第
５
は
、
公
共
施
設
保
全
等
基
金

は
市
の
財
政
状
況
を
不
透
明
に
す
る

（
お
財
布
が
い
く
つ
も
あ
る
と
わ
か

り
に
く
い
）
も
の
で
あ
る
た
め
取
り

崩
す
と
い
う
提
案
で
す
。

　

第
６
は
、
無
駄
で
無
謀
な
海
老
川

上
流
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
中

止
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
共
産
党
以
外
に

賛
成
者
は
無
く
、
組
み
替
え
動
議
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
住

民
の
立
場
で
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

組み替えるべき事項 単位：千円

歳入減
財源調整基金繰入金 2,500,000

市債の減額 449,900

学校給食費実費徴収金 75,000

公共施設保全等基金運用収入 879

歳入増
公共施設保全等基金取り崩し 3,000,000

歳出減
公共施設保全等基金積立金 4,179,732

海老川上流地域新駅設計費 157,132

海老川上流地区土地区画整理費 491,000

歳出増
国民健康保険事業特別会計繰出金 565,121

生理の貧困対策 19,853

スクール補助員制度 147,600

子どもの医療費扶助 18歳まで拡大 355,238

高齢者補聴器購入費助成金 55,890

財源調整基金積み立て 3,658,383

市
民
生
活
を
苦
し
め
る
国
民
健
康
保
険
料
の

市
民
生
活
を
苦
し
め
る
国
民
健
康
保
険
料
の

一
人
５
０
０
０
円
値
上
げ
!!

一
人
５
０
０
０
円
値
上
げ
!!

値上げ額 世帯数 人数
5,000 円 42,206 世帯 61,514 人

4,000 円 8,452 世帯 14,158 人

2,500 円 8,573 世帯 13,900 人

1,500 円 20,769 世帯 25,728 人

合計 80,000 世帯 115,300 人
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子

◆物価高騰対策を！ 消費税減税は急務！


